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玉
糸
を
使
っ
た
織
物
に
つ
い
て
の
一
考
察 

田
中　

竜
也

　

は
じ
め
に

　

豊
橋
の
製
糸
業
は
明
治
時
代
か
ら
発
展
し
始
め
、
昭
和
初
期
に
は
基
幹
産
業
の
一

つ
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、「
玉
繭
」
と
呼
ば
れ
る
、
二
匹
の
蚕
が
作
っ
た
繭
か
ら

繰
り
出
す
「
玉
糸
」
は
、
主
要
な
生
産
物
で
あ
っ
た
。
豊
橋
か
ら
国
内
外
の
各
地
に

出
荷
さ
れ
、
銘
仙
や
紬
と
い
っ
た
着
物
や
帯
、
布
団
の
生
地
、
室
内
装
飾
の
織
物
な

ど
に
利
用
さ
れ
た
。
（
１
）

　

玉
糸
は
当
地
方
の
特
産
物
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
織
物
の
特
徴
に
つ

い
て
記
し
た
文
献
は
少
な
く
、
ま
と
ま
っ
た
資
料
に
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
（
２
）

　

本
稿
で
は
、
玉
糸
が
使
わ
れ
て
い
る
織
物
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
文
献
資

料
や
、
豊
橋
の
玉
糸
に
よ
る
織
物
、
玉
糸
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
銘
仙
な
ど
の
着
物

の
調
査
を
通
し
て
、
判
明
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
く
。

　

用
語
辞
典
に
よ
る
説
明

　

最
初
に
、
用
語
解
説
書
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
。『
テ
キ
ス
タ
イ
ル
用
語
辞
典
』
（
３
）

で
は
、「
玉
糸
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　

二
匹
以
上
の
蚕
が
ひ
と
つ
の
繭
を
作
っ
た
も
の
を
「
玉
繭
」
と
い
い
、
玉
繭

か
ら
繰
り
と
っ
た
糸
の
こ
と
。
蚕
同
士
の
糸
が
交
錯
す
る
た
め
、
節
の
あ
る
不

規
則
な
糸
に
な
る
。
こ
の
野
趣
の
あ
る
特
徴
を
生
か
し
、
銘
仙
、
シ
ャ
ン
タ
ン
、

紬
な
ど
節
の
あ
る
織
物
に
使
用
さ
れ
る
。
近
年
で
は
、
蚕
の
改
良
な
ど
も
あ
り

玉
繭
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

玉
糸
は
複
数
の
蚕
に
よ
る
繭
か
ら
絡
ま
っ
た
状
態
で
引
き
出
さ
れ
る
た
め
、
節
の
あ

る
不
規
則
な
糸
に
な
る
。
そ
の
糸
で
織
っ
た
生
地
に
は
節
が
表
れ
る
。
こ
こ
で
は
節

の
出
が
玉
糸
の
主
な
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

　

節
の
あ
る
糸
は
、
一
般
に
「
節
糸
」
と
い
わ
れ
る
。
節
糸
の
説
明
は
、
同
書
で
は

以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

糸
の
太
さ
が
均
一
で
な
く
、
所
々
に
節
が
あ
っ
た
り
太
さ
に
ム
ラ
の
あ
る
糸

の
総
称
。
絹
糸
で
は
玉
糸
、
熨
斗
糸（
４
）な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ス
ラ
ブ
・
ヤ
ー
ン

の
よ
う
に
紡
績
の
段
階
で
不
規
則
な
節
を
入
れ
た
意
匠
糸
な
ど
も
あ
る
。

節
糸
は
節
の
あ
る
糸
の
総
称
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち
に
節
が
あ
っ
て
、
太
さ
が

均
一
で
な
い
糸
を
指
す
。
玉
糸
だ
け
で
な
く
、
熨
斗
糸
や
節
の
加
工
を
施
し
た
意
匠

糸
も
含
ま
れ
る
。

　

生
糸
と
の
比
較

　

生
糸
と
の
比
較
か
ら
玉
糸
に
つ
い
て
述
べ
た
文
献
も
あ
る
。
生
糸
と
は
繭
か
ら
繰

り
と
っ
た
ま
ま
の
、
精
練
し
て
い
な
い
糸
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
橋
の
製
糸
業
に
つ
い

て
書
か
れ
た
『
糸
の
町
』
の
中
で
、
玉
糸
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
５
）

　

玉
繭
は
二
匹
の
蚕
で
一
個
の
繭
を
作
っ
た
繭
で
す
か
ら
、
従
っ
て
糸
が
交
互

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
精
繭
よ
り
解
舒
（
糸
の
ホ
グ
レ
）
も
悪
く
、
値
段
も

安
い
の
で
す
。
そ
の
繭
か
ら
挽
い
た
糸
が
玉
糸
で
す
。﹇
…
…
﹈

　

製
品
は
生
糸
の
よ
う
な
細
糸
は
挽
け
ま
せ
ん
の
で
、
三
十
デ
ニ
ー
ル
よ
り

二
百
デ
ニ
ー
ル（
６
）の
糸
を
挽
く
の
で
す
が
、「
糸
の
ホ
グ
レ
」
が
悪
い
の
で
、
節

と
ズ
ル
が
で
き
る
の
が
玉
糸
の
特
徴
で
す
。

精せ
い
け
ん繭
と
は
一
匹
の
蚕
が
作
っ
た
繭
の
こ
と
で
、
生
糸
に
用
い
ら
れ
る
。
玉
糸
の
特
徴

と
し
て
、
生
糸
よ
り
も
太
く
、
節
と
ズ
ル
（
塊
）
が
で
き
る
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　

生
糸
と
玉
糸
を
比
較
す
る
と（
図
１
）、生
糸
に
比
べ
て
玉
糸
に
は
光
沢
が
少
な
い
。
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玉
糸
の
方
が
太
く
、
ざ
っ
く
り
と
し
て
い
る
。
拡
大
し
て
み
る
と
（
図
２
）、
生
糸

の
太
さ
は
均
一
に
近
く
、
ね
じ
れ
も
少
な
い
。
一
方
、
玉
糸
に
は
よ
れ
が
目
立
ち
、

太
さ
が
い
び
つ
に
見
え
る
。

　

豊
橋
ゆ
か
り
の
織
物

　

ま
ず
、豊
橋
製
の
玉
糸
を
使
っ
た
織
物
を
取
り
上
げ
る
。《
色
無
地
紬
袷
長
着
》（
図

３
）
に
は
、豊
橋
で
か
つ
て
工
場
を
営
ん
で
い
た
大
林
製
糸（
７
）の
糸
が
使
わ
れ
て
い
る
。

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
頃
に
作
ら
れ
た
玉
糸
を
反
物
に
し
て
、
そ
れ
を
平
織
り
の

長
着
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
（
８
）

こ
の
着
物
に
は
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
玉
糸
が
使
わ

れ
て
い
る
。
玉
糸
と
は
い
っ
て
も
、
絹
糸
と
し
て
の
光
沢
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。
そ
の
一
部
分
（
図
４
）
を
み
て
み
る
と
、
縦
と
横
の
方
向
に
節
が
で
き
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
拡
大
し
た
写
真
（
図
５
）
で
は
、
経
糸
の
太
く
な
っ
た
部

分
に
緯
糸
が
交
差
し
て
い
る
た
め
、
織
り
目
が
盛
り
上
が
っ
て
み
え
る
。

　

次
に
、風
呂
敷
（
図
６
）
（
９
）

の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
大
林
製
糸
の
玉
糸
を
使
っ
て
、

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
頃
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
先
の
例
の
着
物
と
同
じ
よ

う
に
、
絹
の
艶
が
あ
る
。
風
呂
敷
の
一
部
分
（
図
７
）
を
み
て
み
る
と
、
一
方
向
の

み
に
節
が
表
れ
、
着
物
と
比
べ
て
そ
の
出
方
は
穏
や
か
で
あ
る
。
織
り
方
、
染
め
方

に
よ
っ
て
も
違
い
が
出
る
た
め
、
風
呂
敷
の
方
は
機
械
織
り
で
節
の
出
が
少
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
玉
糸
に
よ
る
節
が
表
れ
て
い
る
こ
と
と
、
絹
と
し
て

の
光
沢
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

　

玉
糸
の
使
わ
れ
た
銘
仙

　

銘
仙
）
10
（

と
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
流
行
し
た
平
織
り
の
絹
織
物
で
、
玉

糸
や
熨
斗
糸
な
ど
の
節
糸
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
主
要
な
産
地
に
あ
た
る
関
東
地

方
北
部
や
西
部
の
伊
勢
崎
（
群
馬
県
）、
秩
父
（
埼
玉
県
）、
足
利
（
栃
木
県
）、
桐

生
（
群
馬
県
）
八
王
子
（
東
京
都
）
な
ど
は
、
当
時
、
豊
橋
の
玉
糸
の
出
荷
先
で
あ

っ
た
。
銘
仙
の
生
産
量
は
特
に
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
頃
と
昭
和
五
年
（
一
九

三
〇
）
頃
が
多
く
、
こ
の
時
期
は
豊
橋
の
玉
糸
生
産
量
も
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。）
11
（

　

こ
こ
で
は
、
玉
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
銘
仙
を
取
り
上
げ
る
。
埼
玉
県

立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
に
は
五
百
点
を
超
え
る
銘
仙
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、）
12
（

そ
の

う
ち
《
孔
雀
羽
文
様
銘
仙
長
着
》（
図
８
）
で
は
、
経
糸
に
絹け
ん
ぼ
う
し

紡
糸
、
緯
糸
に
玉
糸

の
利
用
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。）
13
（

絹
紡
糸
と
は
、
屑
繭
や
生
糸
に
適
さ
な
い
糸
を
短

く
し
、
撚
り
合
わ
せ
て
糸
に
す
る
、
紡
績
と
い
う
工
程
を
経
て
作
ら
れ
た
糸
で
あ
る
。

こ
の
着
物
を
実
見
し
た
と
こ
ろ
、《
色
無
地
紬
袷
長
着
》（
図
３
）
と
比
べ
、
光
沢
が

劣
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
一
部
分
の
拡
大
写
真
（
図
９
）
の
よ
う
な
節
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

　

絹
紡
糸
は
生
糸
や
玉
糸
の
よ
う
な
長
繊
維
で
は
な
く
、
屑
糸
の
短
繊
維
を
材
料
に

し
て
い
る
た
め
、
生
糸
な
ど
よ
り
も
光
沢
が
控
え
め
に
な
る
。）
14
（

ま
た
、
紡
績
す
る
の

で
太
さ
が
揃
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
絹
紡
糸
を
経
糸
に
使
っ
た
こ
の
着
物
は
、
そ

の
糸
の
特
性
を
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

別
の
銘
仙
の
事
例
を
み
て
み
る
と
、
足
利
織
物
伝
承
館
で
調
査
し
た
銘
仙
の
反
物

（
図
10
）
に
は
、
金
糸
と
銀
糸
が
使
わ
れ
て
い
た
。）
15
（

そ
の
布
地
の
表
面
（
図
11
）
を

み
る
と
、
金
糸
と
銀
糸
の
織
り
目
が
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
緯
糸
の
方
向
に
は
節
が

目
立
つ
。《
孔
雀
羽
文
様
銘
仙
長
着
》（
図
８
）
と
比
較
し
て
も
、
節
の
数
は
こ
の
織

物
の
方
が
多
い
。
ま
た
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
糸
の
ほ
つ
れ
が
あ
る
点
は
、《
色
無
地

紬
袷
長
着
》（
図
３
）
と
似
て
い
る
。

　

昭
和
初
期
に
は
、
金
糸
や
銀
糸
と
い
っ
た
豪
華
な
糸
が
し
ば
し
ば
玉
糸
と
と
も
に

用
い
ら
れ
た
。
ま
た
、
大
柄
で
派
手
な
模
様
が
流
行
し
て
い
る
。）
16
（

し
か
し
、
戦
況
が

激
し
く
な
る
に
つ
れ
て
統
制
が
進
み
、
豪
華
な
糸
の
使
用
は
禁
じ
ら
れ
た
。
昭
和

一
八
年
（
一
九
四
三
）
頃
か
ら
は
銘
仙
の
生
産
も
中
止
さ
れ
て
い
る
。

　

大
き
く
牡
丹
が
あ
し
ら
わ
れ
た
こ
の
反
物
に
は
、
節
が
多
い
こ
と
に
加
え
て
、
金

糸
、
銀
糸
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
玉
糸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
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他
の
織
物
と
の
比
較

　

節
の
あ
る
絹
織
物
と
し
て
は
、
紬
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
紬
は
屑
繭
な
ど
で
真

綿
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
紬
糸
を
使
っ
た
平
織
り
の
着
物
で
あ
る
。
産

地
に
よ
っ
て
は
紬
糸
の
ほ
か
、
玉
糸
や
生
糸
も
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
紬
糸
を
使
用

し
た
織
物
を
取
り
上
げ
る
。
紬
の
端
布
（
図
12
））
17
（

を
み
る
と
、
節
は
多
い
も
の
の
、

そ
の
出
方
が
玉
糸
の
場
合
と
比
べ
、
総
じ
て
雑
に
感
じ
ら
れ
る
。
表
面
に
擦
れ
た
よ

う
な
色
の
む
ら
が
あ
り
、
光
沢
は
少
な
め
で
、
ざ
っ
く
り
と
し
た
風
合
い
を
し
て
い

る
。
玉
糸
を
使
用
し
た
織
物
と
拡
大
し
て
比
較
（
図
13
）
す
る
と
、《
色
無
地
紬
袷

長
着
》
で
は
織
り
目
が
整
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、紬
の
方
は
毛
羽
立
っ
て
み
え
る
。

こ
う
し
た
不
揃
い
の
糸
が
ざ
ら
つ
い
た
感
じ
を
生
ん
で
い
る
。
紬
糸
は
短
い
繊
維
を

絡
め
て
糸
に
す
る
た
め
、
繊
維
の
長
い
生
糸
や
玉
糸
と
比
べ
る
と
、
光
沢
が
控
え
め

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

お
わ
り
に

 　

玉
糸
は
二
匹
の
蚕
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
玉
繭
か
ら
繰
り
と
っ
た
糸
で
あ
る
た
め
、

糸
が
絡
ま
っ
て
節
の
あ
る
糸
に
な
る
。
生
糸
と
比
較
す
る
と
、
太
さ
が
均
一
で
は
な

く
、
そ
の
艶
も
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

玉
糸
を
使
用
し
た
銘
仙
な
ど
の
着
物
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
絹
特
有
の
光
沢
を
帯
び

な
が
ら
も
、
玉
糸
の
織
り
込
ま
れ
た
方
向
に
は
節
が
多
く
表
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。
同
様
に
節
を
特
徴
と
す
る
紬
と
比
べ
る
と
、
後
者
は
光
沢
が
よ
り
少
な
く
、
糸

の
乱
れ
や
擦
れ
が
ざ
っ
く
り
と
し
た
風
合
い
を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
れ
ら
の
特
徴
が
必
ず
し
も
玉
糸
の
織
物
す
べ
て
に
当
て
は

ま
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
玉
糸
の
配
合
具
合
や
品
質
の
違
い
に
よ
っ
て
、

節
な
ど
の
表
れ
方
も
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。）
18
（

ま
た
、
座
繰
り
か
器
械
か
と
い
っ
た
操

糸
方
法
や
、
織
り
方
の
差
異
に
よ
る
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
調
査
方
法
を
再

検
討
し
た
り
、
そ
の
対
象
を
広
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
た
考
察
を
行
う

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
豊
橋
市
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

　

註
（
１
）
豊
橋
の
玉
糸
が
ど
の
よ
う
な
織
物
に
使
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
田

中
竜
也
「
豊
橋
の
玉
糸
に
よ
る
織
物
」『
豊
橋
市
美
術
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
一
号　

三
〇
―
三
四
頁　

二
〇
二
一
年

（
２
）
豊
橋
は
製
糸
業
が
盛
ん
で
あ
っ
て
も
、
機
業
地
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
糸
を
出
荷
し
た

後
の
用
途
つ
い
て
の
情
報
は
少
な
い
。
ま
た
、
玉
糸
は
通
常
高
級
な
絹
織
物
に
使
わ
れ

な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
織
物
へ
の
注
目
度
は
概
し
て
高
く
な
か
っ
た
。

（
３
）
成
田
典
子
『
テ
キ
ス
タ
イ
ル
用
語
辞
典
』
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ツ
リ
ー　

二
〇
一
二
年

（
４
）
熨
斗
糸
（
の
し
い
と
）
と
は
、
繭
の
糸
口
を
見
つ
け
出
す
た
め
に
、
外
側
か
ら
繰
り
と

っ
た
糸
の
こ
と
で
、
節
が
あ
っ
て
太
く
な
る
。

（
５
）
橋
山
徳
市
『
糸
の
町
』
橋
山
徳
市　

一
九
九
〇
年　

一
二
頁
。
徳
山
氏
は
豊
橋
に
あ
っ

た
玉
糸
専
業
工
場
の
糸
徳
製
糸
に
長
く
勤
め
た
人
物
。

（
６
）
デ
ニ
ー
ル
は
糸
の
太
さ
を
表
す
単
位
。
長
さ
九
千
メ
ー
ト
ル
の
質
量
を
グ
ラ
ム
で
表
し

た
値
と
等
し
い
。

（
７
）
大
林
製
糸
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
大
林
宇
吉
が
玉
糸
工
場
を
建
設
し
て
操
業

を
始
め
た
。
豊
橋
の
製
糸
業
界
で
最
大
規
模
で
あ
っ
た
も
の
の
、平
成
九
年（
一
九
九
七
）

に
廃
業
し
た
。

（
８
）
玉
糸
が
製
作
さ
れ
た
頃
、
飯
田
市
の
工
房
「
ひ
ろ
せ
」
で
織
っ
て
反
物
に
し
て
あ
っ
た

も
の
を
、
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
頃
、
新
城
市
の
「
き
も
の
処　

三
ツ
輪
」
で
桜

色
の
草
木
染
に
よ
る
染
織
仕
立
て
に
し
た
、
平
織
り
の
裏
地
の
あ
る
長
着
で
あ
る
。
着

物
も
風
呂
敷
も
、
大
林
家
が
所
有
し
て
い
た
。
身
丈
一
五
七
、 

裄
六
四
セ
ン
チ
。
ふ
ん

わ
り
と
し
た
質
感
で
手
織
り
と
思
わ
れ
る
。
同
家
の
資
料
に
つ
い
て
は
大
林
ひ
ろ
美
氏

か
ら
伺
っ
た
。

（
９
）
大
林
家
に
進
呈
さ
れ
た
風
呂
敷
。「
ふ
じ
み
や
び　

絹
100
％
」
の
タ
グ
が
付
い
て
お
り
、
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京
都
の
宮
井
株
式
会
社
の
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
九
二
・
五
×

八
八
セ
ン
チ
。

（
10
）
関
東
地
方
の
養
蚕
や
織
物
生
産
の
盛
ん
な
地
域
で
は
、
無
地
や
縞
柄
が
主
流
で
あ
っ
た

絹
織
物
に
、
大
正
時
代
以
降
、
絣
（
か
す
り
）
な
ど
の
複
雑
な
模
様
が
織
ら
れ
て
、
銘

仙
と
い
う
名
前
で
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
11
）
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
編
『
特
別
展
「
銘
仙
」』
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博

物
館　

二
〇
二
一
年　

六
三
頁
。
豊
橋
市
史
編
集
委
員
会
編
『
豊
橋
市
史
』
第
四
巻　

一
九
八
七
年  

五
五
九
頁

（
12
）
木
村
和
恵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
平
成
三
〇
年
度
に
銘
仙
五
一
七
点
と
銘
仙
の
関
連

資
料
を
収
蔵
。
前
掲
書　

九
〇
頁
。
企
画
展
「
銘
仙
」（
会
期
：
二
〇
二
二
年
一
〇
月

一
五
日
〜
一
二
月
四
日
）
で
紹
介
さ
れ
た
。

（
13
）
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
蔵
、
資
料
番
号
Ｓ
Ｐ
Ｍ
２
０
１
８
―
０
３
６
８
。
同

館
学
芸
員
の
町
田
歩
未
氏
、
岩
橋
直
樹
氏
、
鈴
木
一
史
氏
に
は
、
企
画
展
開
催
中
で
ご

多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
に
快
く
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
着
物
は
足
利
市
立

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
銘
仙
」
展
（
会
期
：
二
〇
一
六
年
十
月
二
二
日

―
一
二
月
二
五
日
）
で
展
示
さ
れ
た
。
図
録
に
は
当
資
料
に
つ
い
て
以
下
の
説
明
が
あ

る
。
矢
羽
根
に
孔
雀
羽
模
様
銘
仙
袷
長
着　

製
作
年
：
昭
和
五
―
一
五
年
（
一
九
三
〇

―
四
〇
）
頃　

技
法
：
解
し
絣　

経
糸
／
緯
糸
：
絹
紡
糸
／
玉
糸　

身
丈
一
四
四
・
二　

裄
六
二
・
〇　

木
村
和
恵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
足
利
市
立
美
術
館
監
修『
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
銘
仙
』

青
幻
舎　

二
〇
一
六
年　

一
二
四
、
二
〇
一
頁

　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
に
お
い
て
《
秩
父
縞
（
縦
縞
）
文
様
銘
仙
》（
資
料

番
号
Ｓ
Ｐ
Ｍ
２
０
１
８
―
０
７
６
０
）
な
ど
昭
和
初
期
以
前
の
縞
柄
の
銘
仙
も
調
査
し

た
。
秩
父
地
方
を
は
じ
め
埼
玉
県
や
群
馬
県
な
ど
で
は
、
明
治
時
代
に
輸
出
に
適
さ
な

い
玉
糸
な
ど
を
使
っ
て
、「
太
織
（
ふ
と
り
）」
と
い
う
縞
柄
や
無
地
で
黒
、
茶
、
灰
色

の
着
物
が
作
ら
れ
、
主
に
日
常
着
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗

の
博
物
館
編　

前
掲
書　

一
二
―
一
四
頁
。
こ
の
時
調
査
し
た
着
物
に
玉
糸
が
使
わ
れ

て
い
る
と
い
う
確
証
は
な
い
が
、
座
繰
り
の
糸
ら
し
い
ふ
ん
わ
り
と
し
た
風
合
い
を
備

え
、
総
じ
て
緯
糸
方
向
に
節
が
多
く
み
ら
れ
、
玉
糸
を
使
っ
た
太
織
や
初
期
銘
仙
の
特

徴
と
合
致
す
る
。

（
14
）
新
井
正
直
「
糸
か
ら
始
ま
る
物
語¦

関
東
銘
仙
産
地
の
歴
史
、
風
土
を
訪
ね
て
」
藤
井

健
三
監
修
『
別
冊
太
陽　

銘
仙　

大
正
昭
和
の
お
し
ゃ
れ
着
物
』
平
凡
社　

二
〇
〇
四

年  

一
二
五
、六
頁

（
15
）
足
利
織
物
伝
承
館
で
は
同
館
の
菅
谷
智
子
氏
と
調
査
に
ご
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
染
織

史
家
の
新
井
正
直
氏
か
ら
多
く
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

（
16
）
図
録
『
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
銘
仙
』
の
作
品
リ
ス
ト
で
は
、
緯
糸
に
玉
糸
と
金
糸
、
銀
糸
が
併

用
さ
れ
て
い
る
着
物
が
四
点
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
製
作
年
は
一
点
が
昭
和
一
〇
―
三
〇

年
（
一
九
三
〇
―
五
五
）
頃
、
三
点
は
昭
和
一
〇
―
一
五
年
（
一
九
三
五
―
四
〇
）
頃

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
頃
か
ら
銘
仙
に
金
銀
糸
の
織
り
込
み
が
表

れ
る
こ
と
と
、
一
〇
年
頃
に
は
派
手
で
大
柄
な
模
様
が
好
ま
れ
た
こ
と
は
他
の
文
献
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
藤
井
健
三
「
大
正
・
昭
和
の
銘
仙
着
物
の
流
行
」
藤
井
健
三
監

修　

前
掲
書　

一
二
〇
頁

（
17
）
宇
野
千
代
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
紬
の
端
布
、
昭
和
五
〇
年
代
。
逸
見
織
物
か
ら
の
提
供
。

同
所
の
逸
見
恭
子
氏
と
秩
父
銘
仙
協
同
組
合
副
理
事
長
の
浅
見
義
之
氏
か
ら
は
、
玉
糸

と
紬
糸
の
織
物
の
違
い
に
つ
い
て
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

（
18
）
明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
設
立
さ
れ
た
三
遠
玉
糸
製
造
同
業
組
合
で
は
、
玉
糸
を

品
質
に
よ
っ
て
格
付
け
し
て
い
た
。
そ
の
違
い
に
つ
い
て
、
玉
糸
は
純
絹
で
あ
っ
て
生

糸
と
同
質
で
あ
り
、
品
質
優
良
で
あ
る
も
の
は
生
糸
の
代
用
と
し
て
遜
色
な
く
、
普

通
製
品
と
し
て
は
玉
糸
特
有
の
節
に
よ
っ
て
、
渋
み
が
感
じ
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い

る
。
三
遠
玉
絲
製
造
同
業
組
合
編
『
三
州
玉
絲
』
三
遠
玉
絲
製
造
同
業
組
合
事
務
所　

一
九
二
八
年　

一
〇
頁
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図４ 色無地紬袷長着（部分）

図６ 風呂敷

図５ 色無地紬袷長着（拡大）

図７ 風呂敷（部分）

図１ ［上］生糸、［下］玉糸（60デニール )

図２ ［上］生糸（拡大）、［下］玉糸（拡大）

図３ 色無地紬袷長着
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図 11 銘仙の反物（部分）

図 12 紬織の端布（部分）

図13 ［左］色無地紬袷長着（拡大）、
［右］紬の端布（拡大）

図 8 孔雀羽文様銘仙長着

図 9 孔雀羽文様銘仙長着（部分）

図10 銘仙の反物


